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<Type 1> <Type 2> <Type 3>
locus 2 locus 2 locus 2
CC CM MM CC CM MM CC CM MM
lo- CC 1 2 3 lo- CC 1 1 2 lo- CC 2 2 2
cus CM 4 5 6 cus CM 1 1 2 cus CM 2 1 1
1 MM 7 8 9 1 MM 2 2 2 1 MM 2 1 1
3.4 結果
PC 1 PC 2 PC 3 PC 4 PC 5
PC 6 PC 7 PC 8 PC 9 PC 10
PC 11 PC 12 PC 13 PC 14 PC 15
PC 16 PC 17 PC 18 PC 19 PC 20
図7. 主成分分析の結果の視覚化。
PC 2
図8. 第2主成分についての、3つのグループ分け（左からType 1, 2, 3)
における有意性のマップ。縦軸と横軸は染色体上の位置。
PC 7
図9. 第7主成分についての有意性のマップ。
異なる形状変動成分に対し異なる位置の遺伝子が影響力を及ぼしてい
るのが分かる。また、グループ分けの仕方を変えると有意な遺伝子のペ
アが異なっている様子から、同系統由来のallele間で相互作用する組み合
わせは、2つの系統の間で同じでないことも分かる。
4 まとめ
速度フーリエ記述子は、統計解析における曲線形状の数値記述として、必
要な性質を備えており、生物器官形状の形成における遺伝的背景の解明
に用いることができる。
